
dip BATTLES パートナー規約 

 

第1条（目的） 

この規約（以下「本規約」といいます）は、埼玉ブロンコス株式会社（以下「埼玉ブロ

ンコス」といいます）が運営するプロダンスチーム「dip BATTLES」のパートナーと

なる者（以下「パートナー」といいます）と埼玉ブロンコスとの権利義務関係を定める

ことを目的とします。 

 

第2条（申込み・契約の成立） 

1. パートナーが所定の申込書（以下、単に「申込書」といいます。）を埼玉ブロンコスに

提出することにより、本規約に定める条件に同意したものとして取り扱われ、埼玉ブロ

ンコスがその申込みを承認して所定の方法によりパートナーに当該承認を通知するこ

とにより、パートナーと埼玉ブロンコスの間に本規約を内容とする契約（以下「本パー

トナー契約」といいます）が成立するものとします。 

2. 埼玉ブロンコスは、パートナーとなろうとする者が応募の際に提供した情報を元に、パ

ートナー申込みの審査を行い、前項に基づく承認を行うかを決定するものとします。 

3. パートナーとなろうとする者が各号の一に該当することが判明した場合、埼玉ブロン

コスの判断で本契約を締結しないことができるものとします。 

(1) パートナーとなろうとする者が申込みの際に提供した内容に虚偽の記載・申告、

誤記又は記入・申告漏れ等がある場合 

(2) パートナーとなろうとする者又はパートナーが、本規約第 8 条第 1 項に定める反

社会的勢力の関係者であると埼玉ブロンコスが認める場合 

(3) その他、パートナーとして不適当であると埼玉ブロンコスが認める場合 

 

第3条（パートナー料） 

1. パートナーは、本パートナー契約に基づくパートナー料を、申込書に定める内容に従い

支払うものとします。 

2. パートナー料その他の本パートナー契約に基づく支払いに必要な振込手数料、為替手

数料その他送金手数料は、特段の定めのない限り、パートナーの負担とします。 

 

第4条（債権譲渡および対抗要件の具備） 

1. 埼玉ブロンコスは、本パートナー契約に基づきパートナーに対して取得する一切のパ

ートナー料債権（将来発生する債権を含み、以下「本件債権」といいます）を、ディッ

プ株式会社（以下「ディップ」といいます）に対して包括的に譲渡するものとし、パー

トナーは、本規約への同意（又は申込書の提出）をもって、当該債権譲渡について民法

第 467 条に基づきあらかじめ異議なく承諾するものとします。 



2. 前項の債権譲渡に伴うパートナーに対する債権譲渡の通知は、ディップが発行する請

求書（電磁的方法を含みます。）の送付をもって兼ねるものとします。なお、当該請求

書は消費税法に定める「媒介者交付特例」を適用し、ディップの名称および登録番号の

みが記載されるものとします。パートナーは、ディップ名義で発行される適格請求書に

基づき、同請求書記載の期日までに、ディップが指定する銀行口座へ振り込んで支払う

ものとします。 

3. パートナーが、前項に定めるディップの指定する銀行口座に支払いを完了したことを

もって、当該パートナーの埼玉ブロンコス株式会社およびディップに対するパートナ

ー料支払債務は適法に消滅するものとします。 

 

第5条（パートナー特典） 

1. パートナーは、本パートナー契約の有効期間中、申込時において申込書又は申込書が参

照する書面において定められる、パートナープランに応じた特典（以下「パートナー特

典」といいます。）の権利を得ることができるものとします。 

2. パートナーは、パートナー特典に応じたロゴ、社名、その他の公開用情報について、埼

玉ブロンコスが提示する仕様に合致した形で、埼玉ブロンコスにより第三者ないし公

共に提供又は掲載されることに同意します。 

3. パートナーは、本条第 1 項に定めるパートナー特典のうち「dip BATTLES」の写真及

びロゴを使用するにあたり、埼玉ブロンコスが別途定める「dip BATTLES 写真・ロゴ

使用規約」を遵守することに同意します。 

4. パートナーは、申込時において申込書又は申込書が参照する書面において定められる

特典以外の特典を希望する場合、事前に埼玉ブロンコスと協議のうえ、別途合意しなけ

ればなりません。 

5. パートナーは、埼玉ブロンコスの事前の書面による同意を得た上で、「dip BATTLES」

に協賛した事実を公表することができます。 

6. パートナー特典の内容は、埼玉ブロンコスが随時変更することができるものとします。 

 

第6条（禁止事項） 

パートナーおよび埼玉ブロンコスは、以下の行為を行ってはならないものとします。  

(1) 契約相手方（パートナーにとっては埼玉ブロンコスを、埼玉ブロンコスにとって

はパートナーを指します。以下同じ）もしくは第三者に不利益もしくは損害を与

える行為、又はそれらのおそれのある行為。  

(2) 公序良俗に反する行為もしくはそのおそれのある行為、又はそれを幇助する行為。 

(3) 法令に反する行為、犯罪的行為、もしくはそのおそれのある行為、又はそれを幇助

する行為。  

(4) 事実に反する、又はそのおそれのある情報を契約相手方に提供する行為。 

(5) インターネット上で契約相手方又は第三者が入力した情報を不正に改竄する行為 



(6) 「dip BATTLES」のイメージを毀損する行為 

 

第7条（契約期間） 

1. 本パートナー契約の有効期間は、本規約第 2 条第 1 項に基づき本パートナー契約が成

立した日から別途申込書にて定める期間末日までとします。 

2. 本パートナー契約の更新は、埼玉ブロンコスとパートナーとの合意に基づき行うもの

とします。 

 

第8条（反社会的勢力の排除） 

1. 埼玉ブロンコスおよびパートナーは、自らが暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった

ときから 5 年を経過しない者、暴力団準構成員、暴力団関係企業、総会屋等、社会運動

等標ぼうゴロ又は特殊知能暴力集団等、その他これらに準ずる反社会的勢力（以下「反

社会的勢力」と総称します。）に該当しないことを表明し、かつ将来にわたっても該当

しないことを確約します。 

2. 埼玉ブロンコスおよびパートナーは、自ら又は第三者をして次の各号に該当する行為

を行わないことを確約します。 

(1) 暴力的な要求行為 

(2) 法的な責任を超えた不当な要求行為 

(3) 本パートナー契約の履行に関して、脅迫的な言動をし、又は暴力を用いる行為 

(4) 風説を流布し、偽計を用いもしくは暴力を用いて契約相手方の信用を既存し、又

は契約相手方の業務を妨害する行為 

(5) その他、前各号に準ずる行為 

3. 埼玉ブロンコスおよびパートナーは、契約相手方が次の各号のいずれかに該当し、又は

該当すると合理的に認められる場合には、本パートナー契約を直ちに解除することが

できるものとします。 

(1) 前 2 項に違反する行為 

(2) 自らが、反社会的勢力に対し、出資、貸付、資金又は役務提供等をして反社会的勢

力と何らかの取引をしている場合等、反社会的勢力に対して資金等を提供し、又

は便益を供与するなどの関与をしていると認められる関係を有する場合 

(3) 自らが、自らもしくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える

目的をもってする等、不当に反社会的勢力を利用していると認められる関係を有

する場合 

(4) 自らが、反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有する場合 

(5) その他、前各号に準ずる場合 

4. 前項により本パートナー契約が解除された場合、解除当事者は、かかる解除により契約

相手方に損害が生じてもその損害を賠償する責任を負わず、かつ当該契約相手方に対

し、かかる解除により被った損害の賠償を請求できるものとします。 



 

第9条（不可抗力） 

パートナーおよび埼玉ブロンコスは、天災、地変、火災、ストライキ、戦争、内乱、疫

病・感染症の流行その他の不可抗力によって本パートナー契約の全部又は一部の履行

が遅滞又は不能となった場合には、その責任を負わないものとします。 

 

第10条（契約解除） 

1. パートナー又は埼玉ブロンコスは、以下のいずれかの事由が生じた場合、書面により相

手方に対し、直ちにパートナー契約を解除することができるものとします。 

(1) 相手方が本規約又は申込書のいずれかの条項に違反した場合 

(2) 相手方が破産、特別清算、民事再生、会社更生その他これらに類する手続の申立て

をしもしくは申し立てられた場合、これらの手続開始の決定を受けた場合又はこ

れらの手続の開始原因事実が生じた場合（法律の規定により推定される場合を含

みます。） 

(3) パートナーが申込みの際に提供した内容に虚偽の記載・申告、誤記又は記入・申告

漏れ等がある場合 

(4) その他、相手方がパートナーとして不適当と埼玉ブロンコスが判断した場合 

(5) パートナーが、本パートナー契約に基づくパートナー料の支払いを遅延した場合 

(6) パートナーが、「dip BATTLES」又は埼玉ブロンコスの名誉・信用を毀損する行為

を行った場合 

2. 前項に基づき解除が行われた場合、埼玉ブロンコスは本規約第 5 条に基づき実施して

いたパートナー特典を直ちに停止し、かつ、そのために必要な合理的な措置を講じるこ

とができるものとします。 

3. 第１項に基づき解除が行われた場合であっても、埼玉ブロンコスは、パートナーに対

し、本規約第３条に定めるパートナー料の返還を要しないものとします。 

 

第11条（損害賠償） 

パートナー又は埼玉ブロンコスは、相手方の責めに帰すべき事由により損害を被った

場合、契約相手方に対し、その損害の賠償を請求することができるものとします。 

 

第12条（本規約の変更） 

1. 埼玉ブロンコスは、法令等の制定・改廃があった場合等、埼玉ブロンコスが必要と判断

した場合に、パートナーの承諾を得ることなく、本規約を合理的な範囲で変更すること

ができるものとします。埼玉ブロンコスが本規約を変更した場合には、パートナーは、

変更後の本規約に従うものとします。 

2. 埼玉ブロンコスが本規約の変更を行う場合には、変更の１ヵ月以上前に、変更後の本規

約の内容および効力発生日を埼玉ブロンコスのウェブサイト上に表示し、又は埼玉ブ



ロンコスの定める方法によりパートナーに通知することで周知するものとし、その期

間経過をもって、変更後の本規約の効力が発生するものとします。 

3. 前項にかかわらず、誤記訂正や形式的修正など変更が軽微な場合又はパートナーに効

力を及ぼさない場合は、規約変更について通知を要しないものとします。 

 

第13条（分離可能性） 

1. 本規約の規定の一部が法令に基づいて無効と判断されても、本規約の他の規定は有効

とします。 

2. 本規約の規定の一部があるパートナーとの関係で無効又は取消となった場合でも、本

規約は他のパートナーとの関係では有効とします。 

 

第14条（地位の譲渡等） 

パートナーは、埼玉ブロンコスの書面による事前の承諾なく、埼玉ブロンコスとの契約

上の地位又は本規約に基づく権利もしくは義務につき、第三者に対し、譲渡、移転、担

保設定、その他の処分をすることはできません。 

 

第15条（準拠法および管轄裁判所） 

本規約および利用契約の準拠法は日本法とします。本規約および本パートナー契約に

関してパートナーと埼玉ブロンコスとの間に生じた紛争の専属的合意管轄裁判所は、

その訴額に応じて東京簡易裁判所又は東京地方裁判所とします。 

 

第16条（協議） 

本規約に定めのない事項、又は本規約の各条項の解釈に疑義が生じた事項については、パー

トナーおよび埼玉ブロンコスが互いに誠意をもって協議し、円満解決をはかるものとしま

す。 

 

最終改定日：2026 年 8 月 1 日 

 

  



dip BATTLES 写真・ロゴ使用規約（付帯規約） 

 

dip BATTLES 写真・ロゴ使用規約（以下、「本規約」といいます）は、dip BATTLES パ

ートナー規約（以下、「主規約」といいます）の付帯規約として、埼玉ブロンコス株式会

社（以下「埼玉ブロンコス」といいます）が運営するプロダンスチーム「dip BATTLES」

のパートナーが、主規約の第 5 条に基づき「dip BATTLES」の写真、ロゴ、その他埼玉ブ

ロンコスが指定するビジュアル素材（以下「本件素材」といいます）を使用するにあたっ

て遵守すべき事項を定めるものです。本契約に特段の定めがない者については、主規約に

従うものとします。 

 

第 1 条（目的） 

本規約は、パートナーによる本件素材の適切な使用を確保し、「dip BATTLES」のブラン

ドイメージ及び埼玉ブロンコスの企業価値を維持することを目的とします。 

 

第 2 条（使用目的の制限） 

パートナーは、本件素材を、パートナーの宣伝活動及び販促活動のためにのみ使用するも

のとし、これ以外の目的での使用は禁止します。 

 

第 3 条（著作権等の帰属及びクレジットの明記） 

1. 本件素材に関する著作権その他一切の知的財産権は、埼玉ブロンコス又は正当な権利

を有する第三者に帰属するものとします。 

2. パートナーは、本件素材を使用する際は、必ず撮影者及び著作権者のクレジットとし

て「©dip BATTLES」を明記するものとします。 

 

第 4 条（編集・加工の制限） 

1. パートナーは、本件素材の編集、加工、改変（トリミング、フィルター使用、文字追

加、色調変更等を含むがこれらに限らない）を行う場合、事前に埼玉ブロンコスの書

面による承認を得るものとします。 

2. 前項にかかわらず、本件素材のうち写真素材については、選手の肖像を損なうような

編集、加工、改変（選手の顔が隠れる、判別不能になる、不適切な印象を与える等の

加工）は一切禁止します。 

 

第 5 条（使用期間の制限） 

本件素材の使用期間は、パートナー契約期間と同一とします。当該期間を超えて本件素材

を使用することはできません。 

 

第 6 条（配布・利用方法の制限） 



1. パートナーは、本件素材をデジタル形式でのみ利用することができるものとします。 

2. 印刷物での使用を希望する場合は、使用媒体、使用目的、数量等を明記し、事前に埼

玉ブロンコスの書面による承認を得るものとします。 

3. 埼玉ブロンコスは、本件素材の利用方法について、別途指示を行うことができます。

当該指示は、埼玉ブロンコスのウェブサイト上での掲示、電子メールによる通知、そ

の他埼玉ブロンコスが適切と判断する方法により、パートナーに周知されるものとし

ます。パートナーは当該指示に従うものとします。 

 

第 7 条（第三者への共有・提供の禁止） 

パートナーは、本件素材を、契約企業以外の第三者に対し、有償無償を問わず、共有、提

供、再許諾又は転送することを一切禁止します。 

 

第 8 条（文言の注意点） 

本件素材の使用に際し、以下の文言表記に注意するものとします。 

(1) 「dip BATTLES」と表記する際は、「dip」と「BATTLES」の間に半角スペースを

入れるものとします。 

(2) 「24-25 SEASON」と表記する際は、「24-25」と「シーズン」の間に半角スペース

を入れるものとします。 

(3) 「D.LEAGUE」と表記する際は、「D」と「LEAGUE」の間に「.」を入れるもの

とします。 

 

第 9 条（使用の中止・変更要求） 

1. 埼玉ブロンコスは、本規約の違反の有無にかかわらず、本件素材の使用が「dip 

BATTLES」のブランドイメージ又は埼玉ブロンコスの企業価値を損なうおそれがあ

ると判断した場合、その他埼玉ブロンコスが必要と認めた場合、いつでもパートナー

に対し、本件素材の使用の中止、変更、又は回収を要求することができるものとしま

す。 

2. パートナーは、前項の要求があった場合、直ちにこれに従うものとします。 

 

第 10 条（規約違反の場合の措置） 

1. パートナーが本規約のいずれかの条項に違反した場合、埼玉ブロンコスは、事前に通

知することなく、直ちにパートナー特典の全部又は一部を停止し、又は本パートナー

契約を解除することができるものとします。 

2. 前項の場合、埼玉ブロンコスは、パートナーに対し、主規約第 3 条に定めるパートナ

ー料の返還を要しないものとします。 

 

最終改定日：2026 年 8 月 1 日 


